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日本共産党小平市議団生活者ネットワーク虹 と ひ か りみんなの党小平の会

市 議 会 公 明 党
質
問　

臼
現
在
の
予
算
編
成
過

程
の
公
表
で
は
、
ど
の
よ
う
な

査
定
を
経
て
予
算
案
が
で
き
た

の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
ど
こ

ま
で
過
程
を
公
表
す
る
つ
も
り

な
の
か
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

を
伺
う
。

　

渦
都
市
農
地
等
の
緑
を
守
り
、

農
業
経
営
を
支
え
る
た
め
の
施

策
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁　

臼
編
成
中
の
予
算
は
流

動
的
で
不
確
定
な
状
況
に
あ
り
、

一
定
の
期
間
で
編
成
す
る
と
い
う

制
約
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の

公
表
を
行
う
に
は
お
の
ず
と
限
界

が
あ
り
、
当
面
は
現
状
の
方
法
を

継
続
し
て
い
く
。

　

渦
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、

農
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

農
地
等
を
保
全
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
平
成　

年
度
は
認
定
農
業

２６

者
へ
の
支
援
や
地
産
地
消
の
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
農

業
経
営
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

臼
財
政
基
盤
の
強
化
は

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

　

渦
市
で
も
積
極
的
に
小
学
校
、

中
学
校
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
る
が
、
そ
の
到
達
す
べ
き
姿

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

臼
公
債
費
が
前
年
度
と

比
較
し
て
約
４
億
５
千
万
円
減

少
し
た
。
平
成　

年
度
は
さ
ら

２７

に
５
億
円
の
減
少
を
見
込
ん
で

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
債
務
抑
制

の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
債
務
の
抑

制
に
努
め
な
が
ら
、
財
政
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

渦
小
学
生
が
中
学
校
に
行
っ
て

部
活
動
を
一
緒
に
行
う
な
ど
子
ど

も
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
、
小
学

校
、
中
学
校
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
行
っ
て
授
業
で
教
え
た

り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
中
で
、
小
学
校
、

中
学
校
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ

低
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

臼
公
共
施
設
の
再
配
置
や
統
廃

合
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
、
市
民
と
と
も
に
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
ど

う
進
め
て
い
く
考
え
か
。

　

渦
小
平
市
で
も
ひ
き
こ
も
り
や
若
者

の
就
労
等
の
課
題
が
あ
り
、
そ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
若
者
支
援
の
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

臼
今
後
多
く
の
公
共
施
設
が
老

朽
化
に
よ
り
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
。

各
施
設
の
現
状
を
分
析
し
、
課
題
を
明

確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
上

で
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

渦
子
ど
も
、
若
者
は
未
来
を
担
う
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
社
会
全

体
で
見
守
り
、
育
て
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
市
が
で
き
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

臼
市
長
が
考
え
る
新
し
い
地
域

自
治
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

　

渦
参
加
と
自
治
に
よ
る
活
気
に
満
ち

た
都
市
と
は
具
体
的
に
何
を
目
指
し
、

何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

臼
こ
れ
ま
で
は
自
治
会
等
の
地

縁
団
体
を
主
体
に
地
域
の
自
治
が
担
わ

れ
て
き
た
が
、
自
治
会
の
加
入
率
は
低

下
の
一
途
を
た
ど
り
、
自
治
会
だ
け
で

は
地
域
の
自
治
が
十
分
に
担
え
な
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

新
し
い
地
域
自
治
で
は
、
地
域
に
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
幅
広
い
世
代
の
方
が
小
平
市
に
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き

る
魅
力
の
あ
る
都
市
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
事
業
を
通
じ
て
、
総
力
を
挙
げ
て

小
平
市
ら
し
さ
を
磨
き
上
げ
て
い
く
。

質
問　

臼
市
民
生
活
に
影
響
あ
る
国
際

関
係
に
対
す
る
状
況
認
識
は
。

　

渦
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
明
る

く
育
つ
こ
と
が
で
き
る
学
校
現
場
で
の

環
境
づ
く
り
の
方
向
性
と
、
現
段
階
に

お
け
る
事
業
展
開
と
そ
の
質
の
評
価
は
。

答
弁　

臼
世
界
の
経
済
情
勢
は
日
本
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
経

済
政
策
は
国
の
役
割
と
い
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
は
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
基
本
的
に
は
、
小
平
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の　

の
施
策
が
あ
り
、
そ
の

１５

中
で
方
向
性
は
示
し
て
い
る
。
平
成　
２６

年
度
に
新
規
で
取
り
組
む
主
な
も
の
で

は
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
や
中

学
校
放
課
後
学
習
の
実
施
等
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
す
る
が
大
き

な
支
障
が
な
い
範
囲
内
の
予
算
で
あ
る
。

質
問　

臼
市
長
が
目
指
す
参
加

の
あ
り
方
と
は
何
か
。

　

渦
い
じ
め
問
題
や
特
別
支
援

教
育
な
ど
、
現
在
の
教
育
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
対
し
、
市
は

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答
弁　

臼
従
来
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
で
あ
る
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
解
決
し
、
互
い
に
支
え
合

う
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
平
成　

年
度
は
学
園
西
町

２６

地
区
に
続
い
て
学
園
東
町
地
区
で

も
地
域
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
る
予

定
で
あ
る
。

　

渦
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
策

定
し
た
小
平
市
教
育
振
興
基
本
計

画
の
枠
組
み
の
中
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

い
じ
め
の
問
題
に
関
し
て
は
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が
昨
年
制

定
さ
れ
た
の
で
、
平
成　

年
度
は

２６

こ
れ
に
し
た
が
い
基
本
方
針
等
を

整
備
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

（要旨）
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各
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質
問　

臼
新
た
な
市
民
負
担
増
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

渦
経
済
の
地
域
内
循
環
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

嘘
教
育
の
あ
り
方
で
中
心
的
な
課
題

は
何
か
。

答
弁　

臼
下
水
道
料
金
を
除
く
公
共
施

設
の
使
用
料
や
公
共
交
通
の
運
賃
等
の

料
金
改
定
は
行
わ
ず
、
市
民
生
活
に
は

影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

渦
小
平
市
調
達
の
基
本
指
針
に
の
っ

と
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
調
達
を
推
進
す
る
た
め
、
適
切
な
競

争
性
が
確
保
さ
れ
、
履
行
可
能
な
調
達

は
市
内
事
業
者
を
優
先
し
て
い
る
。

　

嘘
学
力
、
体
力
、
健
全
育
成
を
柱
と

し
て
全
体
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応

し
、
生
き
抜
く
力
を
育
成
す
る
こ
と
が

中
心
的
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
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平成26年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び率２５年度
予算額

２６年度
予算額

２．４５７，７７９，４ ８８ 
※

５９，１７８，０００一 般 会 計

０．４１７，６７６，０００１７，７３９，０００国民健康
保険事業

特　

別　

会　

計

７．４３，４５４，０００３，７０９，０００後期高齢
者 医 療

７．４１０，９７２，０００１１，７８０，０００介護保険
事 業

△５．２４，２９３，０００４，０６８，０００下 水 道
事 業

２．４９４，１７４，４８８９６，４７４，０００合　　計

※平成２５年度一般会計予算額は、当初予算額５６４億７,０００
万円に補正予算（第１号）の３,０００万円と補正予算（第２
号）の１２億７,９４８万８,０００円を加えた額

　

予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定
例
会

初
日
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
予

算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
、

特
別
会
計
は
３
月
６
日
に
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
虻
川
浩
一
般
会

計
予
算
特
別
委
員
長
と
小
林
洋
子
特
別
会

計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
審
査

報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
３
面
に
「
議
案
に
対
す
る
各
会

派
の
賛
否
」
を
掲
載
）

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
と
、
一
般
会

計
予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
各
会
派
の

総
括
質
疑
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
５
百　

億
７
千
８
百
万
円

９１

で
、
前
年
度
の
補
正
予
算
（
第
２
号
）
肉

づ
け
後
の
予
算
に
比
べ
２
・
４
％
、　

億
１３

９
千
８
百　

万
２
千
円
の
増
と
な
っ
て
い

５１

ま
す
。
事
務
事
業
の
見
直
し
や
行
財
政
再

構
築
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
事
業
費
を
捻

出
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ

り
効
果
的
、
効
率
的
な
事
務
執
行
を
行
う

こ
と
に
よ
り
必
要
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
の
う
ち
法
人
市
民
税
は
約

６
億
３
千
８
百
万
円
の
増
、
個
人
市
民
税

は
約
２
億
８
千
２
百
万
円
の
増
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
は
約
２
億
５
千
３
百

万
円
の
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
普
通
交

付
税
は
６
億
４
千
３
百
万
円
の
大
幅
な
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
財
源
の
確
保
策
と

し
て
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ

及
び
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
り
対
応
し
ま
す
。

〈
歳
出
〉
公
債
費
の
減
少
等
が
あ
る
一
方

で
、
民
間
保
育
園
の
運
営
費
や
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
、
生
活
保
護
費
、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　
億
３
千
９
百
万
円
で
、

７７

前
年
度
予
算
に
比
べ
０
・
４
％
、
６
千
３

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
賦
課
方
式
の
二
方
式

化
へ
の
移
行
を
踏
ま
え
た
税
率
で
積
算
し

て
お
り
、
想
定
す
る
被
保
険
者
数
の
減
や

所
得
の
状
況
か
ら
、
前
年
度
予
算
に
比
べ

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
源
不
足
を
補
う

た
め
に
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
前
年
度
と

同
額
の　

億
円
を
繰
り
入
れ
た
う
え
で
、

２５

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
基
金
を
最
大
限

の
１
億
３
千
万
円
取
り
崩
し
、
収
支
の
均

衡
を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
の
予
算
額
は
、
厳

し
く
見
込
ん
で
、
前
年
度
比
０
・
４
％
の

減
で
計
上
し
ま
し
た
が
、
保
険
給
付
費
自

体
は
引
き
続
き
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
９
百
万
円
で
、
前
年

３７

度
予
算
に
比
べ
７
・
４
％
、
２
億
５
千
５

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入
金
、

広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収
入
等
が
主

な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負
担
金

の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る
経
費
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
数
は
前
年

度
に
比
べ
、
約
１
千
人
増
の
２
万
１
千
人

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
８
千
万
円
で
、
前

１７

年
度
予
算
に
比
べ
７
・
４
％
、
８
億
８
百

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
の
ほ
か
、
法
定
負
担
で

あ
る
国
庫
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、

都
支
出
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等

を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
７
・
６
％
、
７

億
９
千
６
百
万
円
の
増
で
計
上
し
た
ほ
か
、

介
護
認
定
審
査
等
の
介
護
保
険
事
業
の
運

営
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
６
千
８
百
万
円
で
、

４０

前
年
度
予
算
に
比
べ
５
・
２
％
、
２
億
２

千
５
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
前
年
度
予
算
に
比
べ
下
水
道
使

用
料
は
２
・
９
％
、
６
千
２
百
万
円
の
増
、

一
般
会
計
繰
入
金
は　

・
４
％
減
の　

億

１４

１３

７
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
小
平
市
下
水
道
プ
ラ
ン
の
重
点

施
策
と
な
る
合
流
式
下
水
道
改
善
対
策
、

浸
水
対
策
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
を
中

心
と
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。


